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　通学時の安全を高めようと、
市内の小学校新 1年生へ、下呂
市と市防犯協会から防犯ブザー
が贈られました（写真は 4月 11
日、東第一小学校で）。

新連載！
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づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
平
成
19
年

度
か
ら
５
年
間
の
具
体
的
な
方
策

を
示
す「
下
呂
市
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

同
計
画
で
は
、基
本
理
念
を「
住

民
の
参
画
と
協
働
」
と
し
、
地
域

や
住
民
同
士
の
自
主
的
な
支
え
合

い
、
助
け
合
い
を
基
に
し
た
「
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
支
え
あ

う
」「
地
域
の
力
を
高
め
る
た
め

に
学
び
合
い
育（
は
ぐ
く
）む
」「
み

ん
な
が
力
を
出
し
合
っ
て
と
も
に

創
（
つ
く
）
る
」
の
３
つ
の
目
標

を
立
て
具
体
的
な
方
策
を
示
し
ま

し
た
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

公
募
に
よ
り
組
織
し
た
旧
５
町
村

地
域
ご
と
の
「
福
祉
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
の
皆
さ
ん
や
、
各
地
域
で

の
福
祉
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会

福
祉
事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
と
行

政
も
一
緒
に
な
っ
て
同
計
画
の
着

実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を
再
開

し
、
地
域
ご
と
に
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
紙
と
と
も
に

配
布
し
た
「
下
呂
市
地
域
福
祉
計

画
」概
要
版
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
価
値
観

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
価
値
観

の
多
様
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

の
多
様
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

が
進
む
現
代
社
会
の
中
で
、
互
い

が
進
む
現
代
社
会
の
中
で
、
互
い

に
支
え
合
い
誰
も
が
安
心
し
て
暮

に
支
え
合
い
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
下
呂
市
で
は
、
山
に
隔
て

特
に
下
呂
市
で
は
、
山
に
隔
て

ら
れ
た
集
落
が
点
在
し
て
お
り
、

ら
れ
た
集
落
が
点
在
し
て
お
り
、

高
齢
と
な
っ
て
か
ら
の
自
ら
の
生

高
齢
と
な
っ
て
か
ら
の
自
ら
の
生

活
に
対
す
る
不
安
や
、
地
域
社
会

活
に
対
す
る
不
安
や
、
地
域
社
会

の
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
不

の
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
く
み
ら

安
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

今
後
一
段
と
高
ま
る
福
祉
ニ
ー

今
後
一
段
と
高
ま
る
福
祉
ニ
ー

ズ
の
な
か
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ズ
の
な
か
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
男
性
も
女
性
も
、
障
が
い

ま
で
、
男
性
も
女
性
も
、
障
が
い

の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
す
べ
て

の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
す
べ
て

の
人
が
人
と
し
て
安
心
し
て
、
住

の
人
が
人
と
し
て
安
心
し
て
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く

み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く

自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
ん
な
ま
ち
に
し
て
い

で
き
る
、
そ
ん
な
ま
ち
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
市
で
は
、
福
祉
の
ま
ち

福祉計画

～みんながふれあい、やすらぐ福祉のまち～

平成19年３月

概要版

下 呂 市

　

福
祉
計
画
で
は
、
い
か
に
福

祉
の
行
き
渡
っ
た
ま
ち
に
す
る

か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
答
え
は
「
地
域
の
き
ず
な
を

深
め
る
こ
と
」
で
す
。
そ
れ
は

地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
。
田
舎

と
い
え
ど
も
地
域
の
か
か
わ
り

は
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
隣
は

何
を
す
る
人
ぞ
」と
い
う
空
気

も
あ
り
、策
定
委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
は
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い

う
意
見
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
づ

く
り
は
、
行
政
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
市
民
み
ん
な
で
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
福
祉

計
画
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
を

文
章
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
を
地
域
で
支
え
合

う
、
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ

の
も
の
で
す
。
人
の
知
恵
と
温

か
み
で
補
っ
て
い
け
ば
、
大
抵

の
こ
と
は
解
決
で
き
る
は
ず
。

地
域
の
き
ず
な
の
大
切
さ
を
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地域福祉計画策定委員会
今井圭一委員長

地域のきずなの
再生を

み
ん
な
が
ふ
れ
あ
い
、
や
す
ら
ぐ

福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
て

下
呂
市
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
対
応
な
ど
地
域
情

報
格
差
の
解
消
を
目
指
し
、
市
で

は
今
年
度
か
ら
５
年
を
か
け
て
、

金
山
地
域
を
除
く
市
内
全
域
で
光

フ
ァ
イ
バ
を
使
っ
た
放
送
・
通
信

網
を
張
り
巡
ら
す
「
放
送
・
通
信

基
盤
整
備
事
業
」
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
放
送
は
平
成
23
年
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
全
実
施
さ
れ

る
の
に
伴
い
、
市
内
で
は
今
年
秋

に
中
継
局
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。
し
か
し
直
接
受
信
が
で
き
る

下
呂
、
萩
原
の
地
域
の
一
部
と

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
が
整
備
済
の

金
山
地
域
以
外
は
、
こ
の
ま
ま
で

は
視
聴
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
（
高
速
大
容
量
）
サ
ー
ビ

ス
も
馬
瀬
、
小
坂
地
域
を
中
心
に

採
算
性
な
ど
の
理
由
で
民
間
業
者

に
よ
る
整
備
が
期
待
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、

市
内
全
域
（
金
山
地
域
を
除
く
）

を
対
象
に
希
望
す
る
全
世
帯
の
軒

進展する「通信社会」に対応進展する「通信社会」に対応
市の「放送・通信基盤整備事業」スタート市の「放送・通信基盤整備事業」スタート

完
全
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
テ
レ
ビ
放
送
に
対
応

テ
レ
ビ
放
送
の
難
視
聴
地
域
の
解
消

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
環
境
の
整
備

下
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
の
通
信
網
を

整
備
す
る
こ
と
を
計
画
。
保
守
運

用
を
民
間
企
業
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

―

岐
阜
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
の

シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
（
岐
阜
市
）
に
任

せ
、
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
情
報
提

供
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。（
※
詳
細
は
広
報
紙
と
一

緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下

さ
い
＝
金
山
地
域
を
除
く
）

　

な
お
、
各
世
帯
が
負
担
す
る
の

は
配
線
工
事
費
、
毎
月
の
利
用
料

金
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
な
ど
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
専
用

の
接
続
機
器
の
購
入
費
や
利
用
料

が
か
か
り
ま
す
。

　

整
備
事
業
は
今
年
度
、
馬
瀬
地

域
と
下
呂
・
萩
原
地
域
の
一
部
か

ら
着
手
予
定
。
平
成
23
年
ま
で
に

全
市
を
完
了
さ
せ
る
計
画
で
す
。

整
備
前
に
は
、
地
域
別
の
説
明
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地　　域 整備年度
萩原地域（羽根・桜洞以南）
下呂地域（竹原、上原、中原を除く）
馬瀬全域

Ｈ 19

小坂全域
下呂地域（上原） Ｈ２０

萩原地域（山之口～尾崎の一部、四美、
宮田～奥田洞）
下呂地域（中原）

Ｈ２１

下呂地域（竹原） Ｈ２２

萩原地域（尾崎の一部、野上、上呂） Ｈ２３

整備スケジュール

※整備年度は交付金の採択や詳細設計の
　事情により変動します。
※萩原地域（羽根、桜洞以南）と下呂地
　域（竹原、上原、中原を除く）の整備は
　総務省からの、その他の地域は農林水
　産省からの交付金を受けて整備します。

光
変
換
機 テレビ

パソコン I P電話

既存の中電の電力線

既存のＮＴＴの通信線

市が新設する光ファイバ

公費負担 個人負担

宅内の設備
宅内の設備に関する負担の
境界は右図の通りです。
これまで設置していたテレ
ビ用屋外アンテナは不要と
なります。 ＮＴＴ柱ＮＴＴ柱 中電柱中電柱

接続機器
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開
票
区
で
89
・
08
％
、
下
呂
市
全

体
で
81
・
16
％
と
な
り
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

　

３
月
30
日
に
告
示
さ
れ
た
岐
阜

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
４
月

８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開

票
の
結
果
、
下
呂
市
選
挙
区
で
は

下
表
の
通
り
駒
田
誠
さ
ん
（
61
）

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
３
１
２
８
８

人
で
、投
票
者
数
２
５
３
９
２
人
、

棄
権
者
数
５
８
９
６
人
。

　

投
票
率
は
、
萩
原
開
票
区
で

84
・
21
％
、
小
坂
開
票
区
で
82
・

28
％
、
下
呂
開
票
区
で
80
・
48
％
、

金
山
開
票
区
で
75
・
69
％
、
馬
瀬

市
の
投
票
率　

市
の
投
票
率　

8181
・・
1616
％％

岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙得 票 数 氏 名 所属政党

当 13,344 票 駒田　誠 自由民主党

11,824 票 伊藤嚴悟 無所属

岐阜県議会議員選挙
下呂市選挙区結果

小学校名 入学人数

萩 原 ８３

宮 田 １３

尾 崎 ２４

小 坂 １５

湯 屋 ４

下 呂 ４７

竹 原 ２９

上 原 ７

中 原 ９

金 山 ２１

下 原 １６

菅 田 ６

東第一 ９

総 島 ９

中 切 ５

市 全 体 ２９７

　

市
内
15
の
小
学
校
で
４
月
６

日
、
一
斉
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

た
。
今
年
は
左
表
の
と
お
り
市
全

体
で
２
９
７
人
の
新
小
学
１
年
生

が
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
】

新
１
年
生
は
２
９
７
人

◆平成 18 年度南飛騨国際健
康保養地づくり知事表彰（３
月 23 日・高山市）を市内の
音楽グループ、「Goo 連帯」
の皆さんが受けました。

◆第 20 回都道府県対抗ジュ
ニアバスケットボール大会
（3 月 28 － 30 日・東京）に、
県選抜チームの一員として熊
崎良文くん（森・下呂中）が
出場しました。

◆第 38 回全国高等学校選抜
ホッケー大会（3月 26 － 30
日・和歌山県）で岐阜各務野
高が準優勝。副主将として中
村有希さん（小坂中出身）が
出場しました。

◆第 38 回全国高等学校バ
レーボール選抜優勝大会（3
月 19 － 25 日・さいたま市）
で関商工高がベスト８進出。
主将として内田大嗣さん（萩
原北中学校出身）が出場しま
した。

総島小学校の入学式

　

市
議
会
３
月
定
例
会
最
終
日
の

３
月
23
日
に
、
議
員
定
数
条
例
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
次
回
の

市議選の定数
５減の 21 に
次回も小選挙区制で

市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
適
用
す
る

議
員
定
数
を
、
現
在
の
26
か
ら
５

減
の
21
と
し
、
次
回
の
選
挙
に
限

り
、
旧
町
村
ご
と
の
選
挙
区
で
行

う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
市
議
選
で
は
、
選
挙
区
ご
と
の

人
数
が
、
い
ず
れ
も
現
在
の
定
数

か
ら
１
人
減
で
、
萩
原
６
、
小
坂

２
、
下
呂
８
、
金
山
４
、
馬
瀬
１

と
な
り
ま
す
。　
【
議
会
事
務
局
】

　

４
月
16
日
に
星
雲
会
館
で
、
市

母
子
保
健
推
進
員
の
委
嘱
状
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
や
保
健
衛
生
の
知

識
の
普
及
な
ど
の
推
進
に
つ
い
て

活
動
す
る
同
推
進
員
の
任
期
は
２

年
。
こ
の
日
は
市
内
71
人
の
推
進

員
の
代
表
者
に
山
田
市
長
か
ら
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

71
人
の
母
子
保
健
推
進
員
に

委
嘱
状
交
付
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ＰＴＡ家庭教育推進担当者による
研修会を開催

市政ニュース市政ニュース

●
退
団
者
（
79
名
）

【
萩
原
】

今
井
猛
、
小
林
茂
樹
、
熊
崎
新
吾
、

大
坪
孝
弘
、
今
村
正
直
、
青
木
孝
浩
、

熊
崎
光
夫
、
熊
崎
武
、
伊
藤
篤
也
、

熊
崎
隆
広
、
松
井
義
成
、
日
下
部
譲
、

三
宅
智
裕
、
田
口
昇
、
林
正
和
、
松

井
栄
吾
、
熊
崎
智
也
、
村
上
伸
一
郎
、

渡
邊
慶
太
郎
、
内
木
静
司
、
今
井
健

介
、
佐
藤
建
作
、
二
村
賢
介
、
田
中

雅
彦

【
小
坂
】

西
垣
内
亙
、
吉
川
康
弘
、
松
森
充
、

大
森
孝
洋
、
倉
田
晃
義
、
林
広
幸
、

中
谷
聡

【
下
呂
】

安
江
進
、
熊
崎
哲
也
、
細
江
博
之
、

田
口
鉄
嘉
、
松
田
和
幸
、
野
村
公
寿
、

早
川
節
男
、
橋
野
三
徳
、
小
田
富
士

巳
、
中
島
武
彦
、
松
田
守
道
、
都
竹

良
栄
、
中
田
儀
章
、
細
江
政
弘
、
今

井
弘
志
、
青
木
良
弘
、
長
田
宏
、
今

井
幹
根
、
青
木
康
弘
、
遠
藤
薫
、
小

澤
鉄
也
、
河
村
広
樹
、
進
藤
隆
治
、

今
井
高
雄
、
曽
我
聡
、
田
口
恭
之
、

今
井
春
希
、
桂
川
和
樹

【
金
山
】

中
島
康
治
、
土
屋
昌
昭
、
星
屋
一

司
、
中
島
正
美
、
中
島
路
正
、
山
下

晃
、
進
藤
秀
成
、
今
井
一
、
中
島
健

治
、
森
正
彦
、
中
島
政
伸
、
寺
田
邦

彦
、
澤
田
浩
和
、
石
神
洋
介
、
中
島

輝
、
星
屋
和
己
、
仁
村
正
和

【
馬
瀬
】

二
村
豊
彦
、
森
本
繁
司
、
清
水
和
夫

●
入
団
者
（
76
名
）

【
萩
原
】

青
木
善
彦
、
柚
原
吉
希
、
林
俊
祐
、

松
井
優
太
、
青
木
亮
、
熊
崎
勇
太
、

青
木
与
宗
、
熊
崎
一
平
、
日
下
部
政

宏
、
齊
藤
達
也
、
金
子
隆
明
、
林
哲

大
、
大
坪
卓
也
、
小
池
健
太
、
大
林

浩
樹
、
熊
崎
起
央
、
倉
科
政
貴
、
蒲

尚
哉
、
熊
崎
貴
基
、
長
田
章
吾
、
高

田
多
津
也
、
小
池
信
吾
、
和
田
由
隆
、

新
た
に
76
人
が
消
防
団
員
に

新
た
に
76
人
が
消
防
団
員
に

　

下
呂
市
消
防
団
の
入
退
団
式
が

４
月
１
日
、
星
雲
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
４
月
に
市
内
１

団
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
回
初
め
て
各
方
面
隊
の
幹
部
な

ど
が
出
席
す
る
、
市
内
統
一
で
の

式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
退
団
し
た
分
団
長
に

市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
ほ
か
、
新
入
団
員
や
昇
格

者
の
代
表
者
に
は
中
島
鐘
義
団
長

か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
・
退
団
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。【
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

辞令書を受け取る新入団員

大
前
潤
治
、
天
野
広
基

【
小
坂
】

大
西
洋
平
、
小
幡
惇
哉
、
荒
井
大
智
、

今
井
智
章
、
中
谷
匡
秀
、
岩
佐
大
祐
、

林
史
大

【
下
呂
】

野
村
佳
史
、
黒
木
信
晴
、
加
藤
宏
輔
、

武
川
憲
太
郎
、
大
前
淳
、
小
林
保
緒
、

林
勇
輔
、
熊
崎
勇
人
、
熊
崎
浩
貴
、

進
藤
功
、
山
下
政
嗣
、
熊
倉
和
宏
、

新
枦
克
哲
、
河
村
知
治
、
今
井
健
之
、

田
口
文
太
、
矢
嶋
靖
久
、
細
江
孝
樹

【
金
山
】

土
屋
祥
人
、
中
島
大
樹
、
矢
島
祐
樹
、

長
尾
祥
太
、
中
島
英
二
、
大
島
史
之
、

神
戸
淳
也
、
山
内
元
気
、
神
戸
昌
平
、

萬
井
真
生
、
星
屋
和
磨
、
小
澤
直
人
、

大
前
幸
弘
、
佐
古
健
、
杉
山
雅
也
、

中
島
裕
作
、
進
藤
満
、
名
和
一
幸
、

細
田
俊
之

【
馬
瀬
】

石
神
要
、
杉
本
博
、
二
村
有
三
、
小

池
秀
哉
、
川
瀬
浩
二
、
村
山
龍
矢
、

佐
藤
雄
大 

（
敬
称
略
）

下呂市消防操法大会
●地区大会
　５月２７日（日）
　　小坂方面隊
　　（小坂ふれあいグラウンド）
　　馬瀬方面隊
　　（馬瀬憩いの広場）

　６月３日（日）
　　萩原方面隊
　　（あさぎりスポーツ公園）
　　下呂方面隊
　　（竹原小学校グラウンド）
　　金山方面隊
　　（金山市民グラウンド）

●市大会
　６月１７日（日）
　（あさぎりスポーツ公園）

　

４
月
12
日
に
星
雲
会
館

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
家
庭
教
育
推

進
担
当
者
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
家
庭
教

育
の
主
体
的
な
取
り
組
み

や
地
域
に
お
け
る
家
庭
教

育
力
を
高
め
る
た
め
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
担
当
者
37
人
を
集

め
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

会
で
は
、
田
口
正
邦
教

育
長
が
家
庭
教
育
の
意
義

に
つ
い
て
講
話
＝
写
真
。

引
き
続
き
家
庭
教
育
支
援

事
業
に
対
す
る
質
疑
応
答

や
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
意
見
交
換
を
行
い
、

家
庭
教
育
を
推
進
す
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
今
回
を
含

め
今
年
度
３
回
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
10

月
中
旬
の
第
２
回
で
は

実
践
事
例
の
紹
介
を
、

２
月
中
旬
の
第
３
回
で

は
意
見
交
流
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

ＰＴＡ家庭教育推進担当者による
研修会を開催
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平
成
18
年
度
、
町
村
合
併
に
よ

り
国
お
よ
び
県
か
ら
財
政
的
な

支
援
を
受
け
た
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。
各
支
援
額
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
現
在
の
見
込
み
額
で
す
。

公
平
・
公
正
・
住
み
よ
い
下
呂
市
の
た
め
に

合
併
支
援
事
業
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

鉄
骨
造
２
階
建
て
で
、
延
べ
床

面
積
は
約
２
７
０
平
方
㍍
。
総

事
業
費
は
７
９
２
０
万
２
千
円
で

す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
総
合
的

な
支
援
の
場
と
し
て
、
同
セ
ン

タ
ー
に
は
下
呂
福
祉
会
館
内
に

あ
っ
た
「
ひ
か
り
の
家
共
同
作
業

所
」
に
加
え
、
精
神
障
が
い
者
小

規
模
作
業
所「
コ
ス
モ
ス
作
業
所
」

が
入
り
、
さ
ら
に
益
田
山
ゆ
り
園

内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
市
障
が

い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
も
当

セ
ン
タ
ー
に
移
さ
れ
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
・
福
祉
課
】

　

昨
年
秋
か
ら
下
呂
福
祉
会
館
西

側
（
森
１
３
４
‐
１
ほ
か
）
に

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
下
呂

市
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
４
月
５
日
に
完
成
し
ま
し
た

市障がい者総合支援
セ ン タ ー が 完 成

防
災
無
線
の
鉄
塔
を
活
用
し

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大

ま
し
た
。

　

市
は
地
元
と
協
力
し
、
鉄
塔
や

光
伝
送
路
の
敷
地
を
用
意
。
工
事

費
の
ほ
と
ん
ど
を
同
社
が
負
担

し
、
金
山
町
菅
田
地
区
の
５
か
所

の
防
災
行
政
無
線
の
鉄
塔
に
、
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ａ
（
フ
ォ
ー
マ
）
の
基
地
局

を
設
置
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
ま
で
「
圏
外
」
で
あ
っ
た

同
地
区
約
１
５
０
世
帯
は
、
こ
れ

に
よ
り
３
月
27
日
か
ら
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ

の
使
用
可
能
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し

た
。 

【
企
画
部
・
情
報
課
】

　

携
帯
電
話
会
社
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
東
海
と
協
力
し
、
市
が
敷
設
し

た
既
存
の
光
ケ
ー
ブ
ル
や
防
災
無

線
用
の
鉄
塔
を
活
用
し
て
、
通
話

可
能
エ
リ
ア
の
拡
大
に
取
り
組
み

　

県
道
落
合
飛
騨
小
坂
停
車
場
線

か
ら
小
坂
町
落
合
の
景
勝
地
・
巌

立
峡
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る

市
道
落
合
中
川
原
線
が
、
３
月
12

日
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
道
は
、
一
の
鳥
居
橋
と

中
川
原
橋
の
二
つ
の
橋
を
含
む

延
長
９
５
０
㍍
。
総
工
事
費
は
約

９
億
３
９
０
０
万
円
で
す
。

【
小
坂
振
興
事
務
所
・
小
坂
振
興
課
】

巌立峡への
アクセス改善
市道落合中川原線完成

国
の
合
併
特
例
債
に
よ
る
も
の

総
額
15
億
８
７
０
０
万
円

○
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
少
ヶ
野
街
路
整
備
、
し
ら
さ
ぎ

緑
地
公
園
整
備
、
高
質
空
間
形
成

施
設
整
備
、
南
飛
騨
総
合
健
康
ア

リ
ー
ナ
（
仮
称
）
整
備
等
）

○
萩
原
南
保
育
園
整
備
事
業

○
金
山
保
育
園
整
備
事
業

○
障
害
者
福
祉
施
設
整
備
事
業

○
県
営
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業

負
担
金

○
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　

国
の
合
併
特
例
債
は
、
本
市
の

場
合
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

『
煌
（
き
ら
め
き
）』」
に
基
づ
き
、

公
共
的
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し

て
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
方

債
（
借
金
）
で
す
。

　

事
業
費
の
お
お
む
ね
95
％
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
元
利
償

還
金
（
借
入
金
の
返
済
費
用
）
の

70
％
が
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
地
方
債
で
す
。
市
で
は
、
平

成
26
年
ま
で
に
約
２
０
６
億
円

の
事
業
費
を
対
象
と
し
て
、
約

１
９
６
億
円
ま
で
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
市
の
負
担
も
伴

い
ま
す
。

県
の
合
併
支
援
交
付
金
に
よ
る
も
の

総
額
１
億
５
９
５
６
万
円

○
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
一
事
業

○
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

○
地
域
情
報
化
推
進
事
業

　

合
併
支
援
交
付
金
は
、『
煌
』

に
基
づ
い
て
行
う
、
広
域
的
・
効

率
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
事
業
、
行
政
格
差
是
正
の
た
め

の
事
業
な
ど
、
自
主･

自
立
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

本
市
の
場
合
は
、
５
年
間
で

８
億
円
ま
で
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
総
務
部
・
財
政
課
】

FOMAのアンテナ

光伝送路光伝送路
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市
で
は
４
月
１
日
付
で
職
員
人

事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
内

訳
は
、
部
長
級
14
人
、
課
長
級
37

人
な
ど
計
３
１
８
人
で
、
退
職
者

（
31
日
付
）
33
人
、
新
規
採
用
者

は
12
人
で
す
。

　

総
職
員
数
は
７
６
５
人
で
、
昨

年
の
４
月
と
比
べ
る
と
25
人
の

減
、
合
併
当
初
（
平
成
16
年
３
月

１
日
）
か
ら
は
78
人
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

19
年
度
の
職
員
の
配
置
に
つ
い

職
員
数
７
６
５
人
に

職
員
数
７
６
５
人
に

　
　
　

昨
年
比
25
人
減

退
職
（
33
人
） 

３
月
31
日
付

総
務
部
長
・
兼
山
太
衛
▽
同
部
参
事
・

柚
原
信
幸
▽
同
部
管
財
課
長
・
細
江

廣
貴
▽
同
課
・
山
下
博
良
▽
企
画
部

秘
書
広
報
課
・
伊
藤
冨
二
夫
▽
観
光

商
工
部
長
・
中
島
由
博
▽
水
道
環
境

部
水
道
料
金
課
・
小
澤
恵
理
子
▽
議

会
事
務
局
長
・
中
島
健
次
▽
下
呂
振

興
事
務
所
下
呂
振
興
課
・
今
井
正
人

▽
農
林
部
農
務
課
畜
産
振
興
室
・
伊

藤
伸
吾
▽
健
康
福
祉
部
金
山
健
康
福

祉
課
・
阿
部
敏
市
▽
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
・
堀
正
人
▽
金
山
振
興
事

務
所
長
・
河
尻
光
司
▽
同
事
務
所
金

山
市
民
生
活
課
・
杉
山
ひ
ろ
恵
▽
消

防
本
部
消
防
総
務
課
長
・
田
口
道
明

▽
同
予
防
課
長
・
熊
崎
高
信
▽
同
中

消
防
署
・
熊
崎
信
▽
同
・
進
藤
均
▽

同
北
消
防
署
・
大
坪
貞
造
▽
同
南
消

防
署
・
金
森
茂
俊
▽
金
山
病
院
医
師
・

花
本
貴
幸
▽
同
・
森
川
あ
け
み
▽
同

看
護
師
・
高
木
光
子
▽
同
栄
養
士
・

片
田
尚
美
▽
同
看
護
助
手
・
妹
尾
末

江
▽
小
坂
診
療
所
事
務
長
・
大
森
公

治
▽
か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
・
中
川
純
子
▽
西
上
田
保

育
園
・
二
村
和
歌
子
▽
小
坂
保
育
園
・

長
江
奈
香
▽
わ
か
ば
保
育
園
・
古
田

百
合
子
▽
学
校
校
務
員
・
小
澤
美
知

子
▽
下
呂
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

課
長
・
大
前
芳
郎
▽
㈱
き
ら
ら
派
遣
・

日
下
部
節
子

採
用
（
12
人
） 

４
月
１
日
付

市
民
部
市
民
課
・
志
田
拓
次
▽
同
部

税
務
課
・
進
藤
功
▽
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
・
細
江
真
理
▽
消
防
本
部

北
消
防
署
・
曽
我
昌
克
▽
同
・
中
島

俊
一
▽
同
南
消
防
署
・
進
藤
良
輔
▽

同
・
松
井
宏
嘉
▽
金
山
病
院
医
師
・

本
田
幹
徳
▽
同
看
護
師
・
中
島
祥
江

▽
同
・
加
藤
富
美
子
▽
同
・
各
務
友

美
▽
小
坂
診
療
所
看
護
師
・
江
間
は

つ
み

　

今
回
の
異
動
に
併
せ
、
一
部
の

課
の
廃
止
お
よ
び
業
務
の
見
直
し

を
行
い
、
新
た
な
課
題
に
対
す
る

特
命
・
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
課
・
室
の
新
設
・
廃
止

【
新
設
】
環
境
施
設
対
策
室
（
環

境
施
設
の
用
地
確
保
、
建
設
計
画

等
を
集
中
的
に
推
進
）
▽
ア
リ
ー

ナ
運
営
準
備
室
（
南
飛
騨
総
合
健

康
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
の
管
理
運

営
計
画
・
組
織
を
確
立
し
開
館
に

向
け
て
準
備
）

【
廃
止
】
小
坂
健
康
福
祉
課
、
馬

瀬
健
康
福
祉
課
（
そ
れ
ぞ
れ
の
振

興
事
務
所
の
市
民
生
活
課
の
係

に
）
▽
総
務
部
行
政
改
革
推
進
課

（
総
務
部
総
務
課
の
係
に
）

●
特
命
の
新
設

【
新
設
】
総
合
医
療
特
命
（
健
康

福
祉
部
）

環境施設対策、アリーナ
運営準備の２室を新設

て
は
、別
冊
『
下
呂
市
職
員
配
置
・

事
務
分
掌
表
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
務
部
・
人
事
課
】

　

市
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（Geographic In-

form
ation System

s

＝
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
）を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
文
字
や
数
字
、
画
像

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
地
図
と

結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
情
報
の
統

合
や
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

そ
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
地
図

上
で
表
現
で
き
ま
す
。

　

税
務
課
で
は
公
平
か
つ
正
確
な

課
税
を
目
指
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用

し
て
航
空
写
真
と
字
絵
図
を
重
ね

合
わ
せ
、
土
地
全
筆
の
課
税
地
目

を
点
検
と
現
地
調
査
を
実
施
。
調

査
結
果
を
基
に
19
年
度
固
定
資
産

税
の
課
税
地
目
を
見
直
し
ま
し

た
。
納
税
通
知
書
の
明
細
に
課
税

地
目
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
市
民
部
・
税
務
課
】

固
定
資
産
税
課
税
地
目

を
点
検
・
見
直
し

航空写真と字絵図を重ね合わせた地目調査図

　

下
呂
市
小
川
に
４
月
19
日
、
若

い
世
代
の
定
住
促
進
を
目
指
し
た

市
営
道
添
住
宅
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

同
住
宅
は
、
老
朽
化
し
た
旧
住

宅
（
昭
和
32
年
建
設
）
の
跡
地
約

１
２
３
６
平
方
㍍
に
建
設
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て

で
、
２
Ｄ
Ｋ
８
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
８
戸

の
計
16
戸
。
延
べ
床
面
積
が
約

１
３
１
９
平
方
㍍
、
総
事
業
費
は

２
億
９
２
２
２
万
５
千
円
で
す
。

　

居
住
空
間
の
安
全
性
の
確
保
と

深
夜
電
力
を
活
用
し
た
、
オ
ー
ル

電
化
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

【
建
設
部
・
建
設
課
】

道添住宅道添住宅
下呂市小川に完成
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　満開を迎えた苗代桜に、た

くさんの見物客が訪れまし

た。この日、朝刊の１面にラ

イトアップの様子が紹介され

たこともあり、多くの写真愛

好家などが詰め掛け、夕暮れ

を待たずに桜の正面にはカメ

ラの三脚が所狭しと並べられ

ていました。

桜を囲む三脚の林
和佐の苗代桜が満開を迎える

10
4

決めろ！アタック
小学生チームのバレー大会

　下呂体育館やあさぎり体育館などを会場に、

「第 16 回下呂温泉ゆけむりバレー交流会」が

31、1 日の 2 日間開催されました。市内はも

ちろん、東海、北陸地方などから 58の小学生

チーム、約 700 人が参加。体育館には小学生

らしい元気な掛け声が響いていました。

1
4

　萩原町花池の萩原水処理センター敷

地内に、こいのぼり約 250 匹が揚げら

れました。有志グループ「中呂・花池

有志会」の皆さんがここ数年行ってい

ます。今年は夜間にライトアップもさ

れ、夜空にたなびく姿も見られます。

今
年
は
星
空
に
も
泳
ぐ

国
道
沿
い
に
こ
い
の
ぼ
り
の
群
れ

11
4
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威勢よく、華やかに243

下呂温泉の「いでゆ朝

市」がスタート。11

月 26 日まで、民芸品

や特産品が販売されて

います。

市内の音楽団体など約

40 人が出演し、下呂

市民会館で「第 7 回

ふるさと音楽会」が開

かれました。

金山町岩瀬の池の島公

園で「ギフチョウ観察

会」が開かれ、参加者

が春の女神の姿を探し

ました。

下呂温泉街の名所・史

跡や街道を示す石製の

道しるべ7基が湯之島

地内に完成し、除幕式

が行われました。

　金山・柯柄八幡神社で例祭

　金山町金山の柯柄（えがら）八幡神社の春の例祭

が行われました。

　14 日夜の試楽祭では、そろいのはんてんを着た

担ぎ手たちが、太鼓の音にあわせて「オイサ、オイ

サ」と威勢の良い声を上げながら、電飾をつけたみ

こしを担ぎ、商店街などを練り歩きました。

14
4

市交通安全女性連絡協

議会小坂支部のメン

バーが、新小学１年生

を訪問し、交通安全を

ＰＲしました。

283

313

14

74

114

下呂などをテーマにし

た邦楽曲の演奏会、「温

故知新『讃歌いにしえ』

南飛騨」が星雲会館で

開かれました。

渓谷に太鼓響く
巌立峡で「滝開き」

　小坂町落合のがんだて公園で、飛騨小坂観光協会

による「飛騨小坂滝開き」が行われ、関係者が今シー

ズンの安全を祈りました。テープカットやたる開き

に続いて巌立太鼓が披露され、春を迎えた巌立峡に

威勢の良い太鼓の音色が響き渡りました。

15
4
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◆ 14 歳 千原ジュニア

◆かげろう 藤堂志津子

◆下流志向 内田　樹

◆僕僕先生 仁木英之

◆オニが来た 大道珠貴

◆ひとり日和 青山七恵

◆名画座時代　 阿奈井文彦

◆ 14 歳の君へ 池田晶子

◆でかい月だな 水森サトリ

◆パパッと塾弁 上田淳子

◆不都合な真実 アル・ゴア

◆海坂藩大全㊤㊦ 藤沢周平

◆十七歳の硫黄島 秋草鶴次

◆日本人のしきたり 飯倉晴武

◆芋たこなんきん㊤㊦ 田辺聖子 ・原 案

◆昏睡、かくされた癌 霧村悠康

◆たぶん最後の御挨拶 東野圭吾

◆みんなで国語辞典！ 北原保雄・監修

◆未来の君が待つ場所へ 宮本延春

◆イワシが高級魚になった？ 中村幸昭

◆図解　生活習慣病がわかる本 福井次矢

◆妻の口一度貼りたいガムテープ 綾小路きみまろ

◆パソコンですぐできる写真俳句 高橋勝視

◆ももこの 21 世紀日記 N'06 さくらももこ

◆女性の品格 坂東眞理子

◆子どもに野菜！はスープがいちばん 田辺由布子

◆仕事中だけ「うつ病」になる人たち 香山リカ

◆定年後 -豊かに生きるための知恵 - 加藤　仁

◆生きるのを楽しくする３８の生活習慣 メイ・牛山

◆アヒルと鴨のコイン・ロッカー（文庫） 伊坂幸太郎

◆子供の好き嫌いがなくなる 100 のレシピ 長澤池早子

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂図書室　　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

５月の絵本の読み聞かせ

５月12日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

５月26日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月
の
一冊

『子育てハッピーエッセンス100％』
　　　　　　 　　　明橋大二　著

　『子育てハッピーアドバイス』3冊

シリーズの中から、特に大事なポイ

ントを選んだお宝ブック。イラスト

マンガ入りでとても読みやすく、子

育てに疲れたとき、仕事の合間にふ

と子どものことが頭によぎったとき

に。子どもの言葉にならない気持ち

が伝わります。

運
動
の
目
的

　

新
学
期
は
、
幼
児
や
児
童
生

徒
の
行
動
が
活
発
に
な
る
時
期

で
あ
る
と
と
も
に
、
春
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
等
に
よ
り
交
通
量
が

増
え
る
た
め
、
交
通
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

死
者
数
は
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

運
動
の
重
点　

　

○
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

　

○
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る

　

○
自
転
車
の
安
全
な
利
用
を
推
進
す
る

　

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
徹
底
す
る

地域ぐるみで守ろう
             子どもとお年寄り
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御
嶽
山
は
、
県
立
自
然
公

園
に
指
定
さ
れ
、
法
律
に
よ

り
貴
重
な
自
然
が
守
ら
れ
て

い
る
。
雷
鳥
は
、
国
の
天
然

記
念
物
で
あ
り
、
コ
マ
ク
サ

な
ど
の
人
気
の
あ
る
高
山
植

物
は
、
規
制
ロ
ー
プ
を
張
っ

た
立
ち
入
り
禁
止
区
域
の
中

に
あ
る
。
そ
し
て
僕
自
身
も

こ
の
規
制
ロ
ー
プ
を
張
る
と

い
う
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

で
も
時
々
、
こ
の
山
の
上

の
自
然
と
下
の
普
段
の
生

活
の
周
囲
に
あ
る
自
然
と
、

い
っ
た
い
ど
こ
が
違
う
の
だ

ろ
う
か
と
、
ふ

と
考
え
て
い
る

自
分
が
い
る
…
。

 

日
常
的
な
暮

ら
し
の
中
で
も

沢
山
の
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が

出
来
る
。
ど
ん

な
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
作
ら

れ
た
都
会
に
も

見
上
げ
れ
ば
空
が
広
が
り
、

鳥
が
舞
い
、
道
路
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
片
隅
に
は
、
花

や
草
木
た
ち
が
ひ
そ
や
か
に

生
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
安

ら
ぎ
や
豊
か
さ
を
与
え
て
く

れ
る
。
自
然
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
御
嶽
山
は
美
し
い
。

し
か
し
、
も
っ
と
身
近
な
と

こ
ろ
に
も
同
じ
よ
う
に
、
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
場
所

も
あ
る
。
道
端
の
タ
ン
ポ
ポ

だ
っ
て
と
て
も
奇
麗
な
花
で

あ
り
、
僕
は
見
て
い
る
だ
け

で
幸
せ
な
気
分
に
浸
る
こ
と

が
出
来
る
。
大
切
な
の
は
、

ど
こ
に
い
て
も
そ
れ
を
感
じ

よ
う
と
す
る
気
持
ち
で
あ
る
。

　

近
ご
ろ
は
と
か
く
せ
わ
し

な
い
世
の
中
で
あ
る
。
で
も
、

だ
か
ら
こ
そ
僕
達
は
、
も
っ

と
身
近
な
自
然
に
心
を
傾
け

る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

<

終
わ
り>

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

身
近
な
自
然

身
近
な
自
然

　

下
呂
警
察
署
へ
赴
任
し
て
１

か
月
余
り
、「
気
候
は
寒
い
が
、

人
柄
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
温
か

い
。
妻
も
買
い
物
へ
行
っ
た
時
、

親
切
に
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て

い
ま
し
た
」
と
下
呂
市
の
印
象

を
岡
田
新
署
長
は
語
り
ま
す
。

　

警
官
に
な
っ
て
35
年
。
下
呂

署
長
に
就
任
す
る
前
は
、
警
察

本
部
教
養
課
長
と
し
て
警
察
職

員
の
教
養
訓
練
に
当
た
り
、
次

代
を
担
う
警
察
官
た
ち
の
能
力

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

自
ら
鍛
え
た
若
い
警
察
官
に
は
、

心
技
体
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

強
い
警
察
官
に
育
っ
て
ほ
し
い
、

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

釣
り
が
趣
味
の
岡
田
さ
ん
。
署

の
横
を
流
れ
る
飛
騨
川
を
眺
め

な
が
ら
「
釣
り
は
自
然
が
相
手

で
無
心
に
な
れ
る
。
ス
ト
レ
ス

解
消
に
は
い
い
で
す
よ
」
と
そ

の
魅
力
を
話
し
ま
す
。
以
前
高

山
署
に
警
務
係
長
と
し
て
赴
任

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に

覚
え
た
鮎
釣
り
や
渓
流
釣
り
も

ま
た
始
め
て
み
た
い
と
の
こ
と
。

温
泉
も
大
好
き
で
す
が
、
下
呂

の
温
泉
に
は
ま
だ
入
っ
て
は
い

な
い
の
で
「
こ
れ
か
ら
の
楽
し

み
」に
し
て
い
ま
す
。
休
日
に
は
、

奥
さ
ん
と
温
泉
や
滝
め
ぐ
り
を

し
て
み
た
い
と
も
。

　

署
長
室
の
壁
に
は
、
管
内
の

犯
罪
件
数
や
事
故
発
生
件
数
を

示
す
掲
示
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
件
数
は
対
前
年
度
比
で

減
少
し
て
お
り
、
数
字
だ
け
を

み
れ
ば
、
市
民
は
比
較
的
穏
や

か
な
生
活
を
送
れ
て
い
る
よ
う

に
み
え
ま
す
。

　

し
か
し
岡
田
さ
ん
は
「
数
字

的
に
安
定
し
て
い
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
、
安
全
を
実

感
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
だ
め
。

こ
れ
か
ら
は
、
本
当
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

御嶽五の池小屋：℡ 090-7612-2458（業務専用）　http://www.gonoike.com

岡
おかだ

田　貞
さだゆき

之さん
（５５歳・萩原町萩原）

　警察学校や高山署への勤務など
を経て、本年３月岐阜県警察本部
から赴任した下呂警察署の署長。

　管内の事件事故発生状況を説明する岡田署長
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こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

幅
広
い
地
域
か
ら
人
材

を
求
め
る
た
め
、
出
身
地
や
在
住

地
は
限
定
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間　

６
月
11
日
ま
で

選
考
方
法　

面
接
（
６
月
下
旬
）、

書
類
審
査

※
詳
細
、
申
請
方
法
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
部
健

康
課　

☎
52
・
３
９
３
６

医
師
を
目
指
す
人
に
奨
学
金

下
呂
で
勤
め
ま
せ
ん
か

市
で
は
「
下
呂
市
医
師
確
保
奨

学
資
金
条
例
」
に
基
づ
く
平
成
19

年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

同
奨
学
金
は
将
来
、
市
の
医
療

機
関
で
医
師
と
し
て
従
事
す
る
意

志
を
持
つ
、
全
国
各
地
の
医
学
部

生
や
研
修
医
な
ど
を
対
象
に
募
集

す
る
も
の
で
、医
師
と
な
っ
た
後
、

奨
学
金
を
受
け
た
年
数
と
同
じ
期

間
勤
務
す
れ
ば
返
済
が
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

奨
学
金
の
額　

月
額
20
万
円
（
年

額
２
４
０
万
円
）
で
、
大
学
生
、

大
学
院
生
、
臨
床
研
修
、
専
門

研
修
の
期
間
に
貸
与
。
新
入
生
に

は
入
学
金
30
万
円
が
貸
与
さ
れ
ま

す
。１
人
当
た
り
最
大
で
９
年
間
、

計
２
１
９
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る

特
産
品
の
開
発
・
販
売
を

支
援
し
ま
す

市
の
特
色
を
生
か
し
た
土
産
品

や
、
市
内
の
食
材
を
使
用
し
た
調

理
品
を
新
た
に
販
売
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

補
助
金
の
対
象　

①
試
作
品
の
品

質
検
査
・
栄
養
分
析
等
費
用　

②

商
標
登
録
等
の
費
用　

③
容
器
包

装
等
の
初
回
発
注
分　

④
宣
伝
広

告
（
た
だ
し
製
品
の
原
材
料
費
、

人
件
費
等
を
除
く
）

補
助
率
・
額　

補
助
対
象
経
費
の

１
／
２
以
内
で
、
上
限
10
万
円

期
間　

平
成
20
年
３
月
ま
で

申
込
・
問
合
先　

観
光
商
工
部
商

工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
２
）

　5月の時報　　朝　五月の歌　　昼　岐阜県民の歌　　夕　ふるさと

平
成
20
年
度
採
用

下
呂
市
職
員
募
集

◆
職
種
と
そ
の
要
件
等

一
般
行
政
職
（
若
干
名
）

　

大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
20
年
３

月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

◆
年
齢
そ
の
他
の
要
件

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
61
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
。
た
だ
し
地
方
公
務
員
法
第

16
条
に
該
当
す
る
方
は
受
験
資

格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
採

用
後
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
。

◆
試
験
の
方
法

○
１
次
試
験

内
容
・
一
般
教
養
と
適
性
検
査

期
日
・
７
月
29
日
（
日
）

会
場
・
県
立
可
児
高
校
（
可
児

市
坂
戸
９
８
７
‐
２
）

○
２
次
試
験
（
１
次
試
験
の
合

格
者
）

内
容
・
面
接
、
論
文
試
験

期
日
・
８
月
中
下
旬
予
定

◆
申
込
方
法

　

下
呂
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
に
よ
り
、
成
績
証
明
書
（
最

終
学
歴
の
も
の
）
と
受
験
票
を

添
付
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
、
受
験
票
は
市
役

所
人
事
課
、
各
振
興
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間
と
提
出
方
法

　

５
月
21
日
〜
６
月
15
日
ま

で
。
持
参
す
る
場
合
は
下
呂
市

役
所
下
呂
庁
舎
・
人
事
課
へ（
た

だ
し
土
曜･

日
曜
・
祝
日
を
除

き
ま
す
）。
郵
送
の
場
合
は
15

日
消
印
有
効
。

◆
申
込
・
問
合
先

〒
５
０
９
・
２
２
９
５

下
呂
市
役
所　

総
務
部
人
事
課

☎
24
・
２
２
２
２

（
内
線
２
２
０
〜
２
２
２
）

高
校
卒
業
程
度
以
上
の
職
員
募

集
は
、
市
政
だ
よ
り
７
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募

集

人

数　

若
干
名

要　
　
　

件　

年
齢
40
歳
以
下

申
込
・
問
合
先　

金
山
病
院
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
32
・
２
１
２
１

市
立
金
山
病
院
の

正
看
護
師
を
募
集
中

市
教
育
委
員
会
金
山
教
育
室

日
々
雇
用
職
員
を
募
集

採
用
人
員　

１
名

対
象
年
齢　

50
歳
ま
で
の
方

資
格　

問
い
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程

度
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
方

募
集
締
切　

５
月
31
日
ま
で

申
込
・
問
合
先　

金
山
教
育
室

☎
32
・
３
８
９
３

市役所庁舎、各振興
事務所に応募はがき、
応募箱があります。

《下呂市教育委員会スポーツ課》

平成 24 年岐阜国体
愛称・合言葉募集中
テーマ　　　　　　スローガン

応募締切　6月30日

携帯サイトへは
ここからアクセス
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《
椀
み
こ
し
担
ぎ
手
募
集
》

　

下
呂
温
泉
ま
つ
り
初
日
（
８
月

１
日
）
の
龍
神
火
ま
つ
り
で
「
椀

（
わ
ん
）
み
こ
し
」
を
担
ぐ
、
昭

和
41
年
４
月
か
ら
翌
42
年
３
月
生

ま
れ
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

午
未
（
う
ま
ひ
つ
じ
）
会
・
椀

み
こ
し
実
行
委
員
会
・
小
田
（
☎

０
９
０
・
８
５
４
６
・
５
９
６
５
）

ま
で
。

　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の
２人以上のグループで。イベント名、郵便番号・
住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、はがき、
FAX、またはＥメールでお申し込みください。

■春の御嶽登山

日　時：6月 1日（金）～ 3日（日）
申込期間：4月 24 日～ 5月 18 日
参加費：4,500 円

まだ雪の残る御嶽の
美しい景色を見なが
ら、飛騨頂上までの
登山に挑戦します。

〒509-3111　小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家 ｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659
　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/
　　　　　s27216/index.htm　

第
７
回
湯
の
華
み
こ
し

は
っ
ぴ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

８
月
２
日
・
下
呂
温
泉
ま
つ
り

の
「
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
」
で
、
み

こ
し
を
担
ぐ
一
般
女
性
の
皆
さ
ん

が
着
る
、
は
っ
ぴ
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。（
※
左
は
昨
年
の

デ
ザ
イ
ン
）

応
募
規
定　

は
っ
ぴ
の
裏
と
表
の

デ
ザ
イ
ン
を
Ａ
４
判
白
色
用
紙
１

枚
、
ま
た
は
裏
と
表
を
１
枚
ず
つ

別
々
の
用
紙
に
記
入
。
裏
面
の
デ

ザ
イ
ン
に
『
下
呂
温
泉
』
の
文
字

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
画
材･

彩

色
は
自
由
で
す
。

応
募
の
際
の
注
意　

作
品
裏
面
に

「
住
所
」「
氏
名
（
ふ
り
が
な
）」「
年

齢
」「
電
話
番
号
」を
明
記
の
こ
と
。

折
れ
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
送
付
下

さ
い
。

締
切　

６
月
１
日
消
印
有
効

賞　

最
優
秀
賞
（
１
点
・
賞
金

３
万
円
、下
呂
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
）

ほ
か
。

申
込
・
問
合
先　

観
光
商
工
部
観

光
課
「
湯
の
華
み
こ
し
は
っ
ぴ
デ

ザ
イ
ン
係
」

〒
５
０
９
・
２
２
９
５　

岐
阜
県

下
呂
市
森
９
６
０
番
地

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
７
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

森
住
宅
な
ど
３
戸

○
公
営
住
宅
森
住
宅
Ｂ
棟
１
０
２
号

森
１
５
３
０
番
地
▽
中
層
耐
火
４

階
建（
昭
和
53
年
度
建
設
）、３
Ｋ
、

住
宅
使
用
料
・
１
４
８
０
０
円
〜

２
４
６
０
０
円

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
無
数
原
団

地
２
０
２
号
、２
０
３
号
（
単
身
用
）

小
坂
町
無
数
原
58
番
地
３
▽
耐

火
２
階
建
（
平
成
10
年
度
建

設
）、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

２
０
０
０
０
円
〜
２
８
０
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

５
月
１
日
〜
25
日

申
込
・
問
合
先　

建
設
部
建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
２
１
５
）

南ひだ健康道場
イベント案内

●食農体験
　5月 26 日（土）　10 時～ 13 時
　参加料 700 円　定員 20 人

　古代米（縄文米）を育てる農業体験
と郷土料理づくりを楽しみます。
　5、6、10月の３回シリーズで開催（１
回のみの参加もＯＫ）。今回は田植えと、
ぼたもちづくりです。３回通して参加
して頂いた方には、特別プレゼントが。
　農業体験ができる服装でお出かけく
ださい（予約が必要）。

南ひだ健康道場（萩原町四美）
☎ 55-0010

５月１日（火）
■下呂温泉合掌村5月公
演「虎龍一座」30 日まで。
10 時～、14 時～の 2 回
公演。問☎ 25-2239

５月３日（木）
■南飛騨馬瀬川観光協会
「第 7回馬瀬川あまご釣
り大会」8 時 30 分競技
開始、馬瀬川豊年橋～神
手橋間で。問☎ 47-2333
■「鳳凰座歌舞伎定期
公演」4 日まで、ともに
13 時～、御厩野鳳凰座
で。問観光課☎ 24-2222

５月４日（金）
■益田川漁協主催「春の
山之口川アマゴ・マス釣
り大会」8 時 30 分競技
開始、山之口川清流広場
で。問☎ 52-1035

５月１９日（土）
■下呂国際音楽同好会
主催「第 7 回明日を担
うジュニア演奏会」13
時 30 分～、星雲会館
で。大人 700 円。 問 ☎
25-3731（安江）
■益田子ども劇場「わん
ぱく寄席」19 時～、下
呂市民会館で。会員対象
ですが当日入会可。年中
児以上 1 人 1 月 800 円
問☎ 52-4053

５月２７日（日）
■飛騨小坂観光協会主催
「第 26 回飛騨小坂春の
アマゴ釣り大会」6 時競
技開始、小坂町湯屋の大
洞川で。問☎ 62-2176
■下呂市芸術協会主催
「下呂市芸能祭・伝統芸
能」13 時～、下呂市民
会館で。日本舞踊、民謡
など。問☎ 25-3731（安
江）
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春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
21
日
〜
27
日

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
の
行
政

機
関
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
要

望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
の
促

進
を
図
る
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
は
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
（
左
表
）
が
受
け
付
け
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
相
談
日

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
行
す

る
「
福
祉
だ
よ
り
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
日
以
外
で

も
委
員
の
自
宅
や
手
紙
、
電
話
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
省
岐
阜
行
政
評
価

事
務
所
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

で
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

●
行
政
相
談
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１
０

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

６
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
「
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
な
ど
に
、

５
月
下
旬
ご
ろ
よ
り
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

わたしのまちの行政相談委員さん

石丸力男さん　小坂町大垣内 1815-1 ☎ 62-2750

二村誠治さん　萩原町西上田 1221 ☎ 52-1844

中川喜介さん　幸田 1089 ☎ 25-2748

大島晃司さん　金山町金山 2081-1-9 ☎ 33-2405

林　年宏さん　馬瀬中切 1030-2 ☎ 47-2008

開　催　日 場　所

平
　
成
　
19
　
年

５月１４日（月） 飛騨保健所下呂センター
５月２８日（月） 下 呂 保 健 セ ン タ ー
６月１１日（月） 飛騨保健所下呂センター
６月２５日（月） 金 山 保 健 セ ン タ ー
７月　９日（月） 飛騨保健所下呂センター
７月２３日（月） 小 坂 保 健 セ ン タ ー
８月１３日（月） 飛騨保健所下呂センター
８月２７日（月） 馬 瀬 中 央 公 民 館
９月１０日（月） 飛騨保健所下呂センター

１０月　１日（月） 飛騨保健所下呂センター
１０月２２日（月） 下 呂 保 健 セ ン タ ー
１１月１２日（月） 飛騨保健所下呂センター
１１月２６日（月） 小 坂 保 健 セ ン タ ー
１２月１０日（月） 飛騨保健所下呂センター

平
成
20
年

１月２８日（月） 金 山 保 健 セ ン タ ー
２月２５日（月） 下 呂 保 健 セ ン タ ー
３月１０日（月）

飛騨保健所下呂センター
３月２４日（月）

こころの健康相談こころの健康相談
を気楽にご利用くださいを気楽にご利用ください

　こころの健康相談（精神保健相談）では、専門医・
保健師による相談を行っています。時間は午後１時
３０分から３時までです。
　こんな時、気軽にご利用ください。

○職場や家庭内などで人間関係での不安や悩みがある
○イライラしたり不安な気分になったりする
○ひきこもりで悩んでいる
○アルコールのことで悩んでいる
○高齢者の行動で気になることがある

　事前の電話予約が必要です。

問合先）　飛騨保健所下呂センター
　　　　☎ 52-3111（内線 356）

こ
の
調
査
は
、全
国
の
卸
売
業
、

小
売
業
を
く
ま
な
く
把
握
し
て
、

事
業
所
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動

の
実
態
な
ど
を
全
国
、
地
域
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
、「
商
業
の
国
勢
調
査
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
２
）

事
業
主
対
象

新
卒
者
求
人
説
明
会

平
成
20
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
に
対
す
る
求
人
取
り
扱
い
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
採
用
を
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
高
山

日
時　

５
月
31
日

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ

ン
タ
ー
（
高
山
市
千
島
町
）

問
合
先　

高
山
公
共
職
業
安
定

所
・
学
卒
担
当

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
４
４

●
美
濃
加
茂

日
時　

６
月
８
日

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

み
の
か
も
文
化
の
森
（
美

濃
加
茂
市
蜂
屋
町
上
蜂
屋
）

問
合
先　

美
濃
加
茂
公
共
職
業
安

定
所
・
紹
介
部
門

☎
０
５
７
４
・
25
・
２
１
７
８

５月１日～７日は
憲 法 週 間

昭和 22 年 5月 3日、「国民主権・
基本的人権の尊重・平和主義」を
3つの基本原則とする日本国憲法
が施行されました。毎年、この日
を中心とした5月1日～7日は「憲
法週間」です。
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　かたつむりは、医療機関な
どで自閉症、アスペルガー症
候群、注意欠陥多動性障害な
どの発達障害と診断されたお
子さんの、保護者同士の交流
会です。
　専門家や関係する担当者か
らの助言を聞く機会も計画し
ています。ひとりで悩まない
で、どうぞご参加ください。
（時間　午後１時～３時）

開　催　日 場　所

平
成
19
年

　５月　８日（火） 下呂市民会館２ 階 学 習 室

　７月１０日（火） 星 雲 会 館
４階悠々ホール

　９月１１日（火） 下呂市民会館２ 階 学 習 室

１１月１３日（火） 星 雲 会 館
４階悠々ホール

平
成
20
年

　１月１５日（火） 下呂市民会館２ 階 学 習 室

　３月１１日（火） 星 雲 会 館
４階悠々ホール

平成19年度　発達障害児等の保護者交流会

「かたつむり」

問合先）飛騨保健所下呂センター ☎ 52-3111（内線 357・桂川）
　　　　市教育委員会子育て支援課 ☎ 52-2900（内線 523・細江）

第
一
回　

下
呂
温
泉
い
で
湯
卓
球
大
会

平
成
19
年
6
月
1
日（
金
）
〜
3
日（
日
）

下
呂
体
育
館
、
下
呂
中
体
育
館
で
開
催

主　

催　

下
呂
温
泉
卓
球
大
会
実
行
委
員
会

問
合
先　

南
飛
騨
・
下
呂
温
泉
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
４
３
１
）

全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

下
呂
温
泉
大
会

期
日　

5
月
11
日
〜
14
日

会
場　

あ
さ
ぎ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

全国から
約 69 チーム

が

　　　　　出
場

問
合
先　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
52
・
２
９
０
０

★
利
用
申
込
受
付
中

問
合
先　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　

☎
52
・
２
９
０
０

御
嶽
パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド

今
年
７
月
15
日
オ
ー
プ
ン
！

生
ご
み
処
理
機
・
太
陽
熱
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
減
ら

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
が
、
生
ご
み
の
減

量
で
す
。
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

は
、
家
庭
の
生
ご
み
減
量
化
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
家
庭
用
太
陽
熱
温
水
器

は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
・
簡
易
式
コ
ン
ポ
ス
ト
処
理
器

を
購
入
し
た
方
、
ま
た
住
宅
用
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機　

市
内
の
販
売
店

か
ら
購
入
す
る
場
合
、
１
世
帯
に

１
基
を
限
度
と
し
、
購
入
費
の
１

／
２（
電
気
式
は
限
度
額
２
万
円
、

簡
易
式
コ
ン
ポ
ス
ト
処
理
器
は
上

限
３
千
円
）
を
補
助
。

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム　

事
業
費

の
１
／
３
（
上
限
５
万
円
）
を
補

助
。

申
込
・
問
合
先　

水
道
環
境
部
環

境
課　

☎
26
・
５
０
１
１

「
子
育
て
支
援
企
業
」
の

登
録
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

県
で
は
、
常
時
雇
用
す
る
労
働

者
の
数
が
１
人
以
上
３
０
０
人
以

下
の
企
業
を
対
象
に
、「
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
岐
阜
県
づ
く
り
条
例
」
の

精
神
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
従
業

員
の
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
む
企
業
を
、「
岐
阜
県
子
育

て
支
援
企
業
」
と
し
て
登
録
し
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
企
業
名
と

取
組
内
容
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
。

登
録
企
業
に
な
る
と
、
県
の
中

小
企
業
資
金
融
資
制
度
経
営
合
理

化
資
金
の
子
育
て
支
援
枠
の
利
用

及
び
奨
励
金
支
給
の
対
象
企
業
と

な
る
ほ
か
、
県
内
の
金
融
機
関
か

ら
は
、
登
録
企
業
対
象
の
資
金
融

資
及
び
従
業
員
が
利
用
す
る
ロ
ー

ン
に
つ
い
て
金
利
優
遇
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

企
業
の
皆
様
か
ら
の
積
極
的
な

届
出
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

県
男
女
参
画
青
少
年
課

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

（
内
線
２
４
２
３
、２
４
２
４
）

住民票、印鑑登録証明書、税証明などが、市役
所の業務時間内に電話予約することにより、時
間外や休日に受け取ることが出来ます。

　問　市民部　☎ 24-2222 市民課（内線 113）
税務課（内線 141）

時間外や休日にも住民票
などを受け取れます
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■今月の市税■
☆固定資産税　　…第１期分

☆国民健康保険税　…５月分
●納期限は５月３１日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強
化策として、共同徴収を連携して実施
しています。

市
が
実
施
す
る
商
工
関
係

融
資
制
度
の
ご
案
内

【
小
口
融
資
制
度
】
中
小
企
業
者

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
県
信

用
保
証
協
会
の
追
認
に
よ
る
信
用

保
証
を
活
用
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者　

市
内
の
店
舗
・
工
場
ま

た
は
事
業
所
で
、
1
年
以
上
同
一

事
業
を
営
む
従
業
員
が
20
名
以
下

の
法
人
及
び
個
人
。

資
金
の
用
途　

運
転
資
金
・
簡
易

な
設
備
資
金

内
容　

限
度
額　

１
事
業
所
あ
た

り
最
高
１
２
５
０
万
円
（
た
だ
し

他
に
保
証
が
あ
る
場
合
は
別
の
規

定
が
あ
り
ま
す
）
▽
利
率　

年
利

０
・
８
％
（
毎
年
変
動
す
る
ほ
か
、

年
度
途
中
で
変
動
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）
▽
貸
付
期
間　

96
か
月

以
内
▽
返
済
方
法　

一
括
返
済
ま

た
は
毎
月
均
等
返
済
▽
担
保　

原

則
不
要（
信
用
保
証
料
補
給
制
度
、

利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
）

【
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
】
市
内

に
住
む
勤
労
者
の
方
に
、
住
宅
資

金
の
一
部
を
融
資
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
〜
④
を
満
た
す

方　

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
同
一
事
業
所
に
１
年
以
上
継

続
し
て
勤
務
す
る
方　

②
安
定
し

た
収
入
が
あ
り
、
返
済
が
確
実
と

認
め
ら
れ
、
必
要
な
自
己
資
金
を

有
す
る
方　

③
同
居
親
族
を
有
す

る
成
年
者
で
、
返
済
完
納
時
70
歳

以
下
の
方　

④
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

資
金
の
用
途　

床
面
積
が
２
８
０

平
方
㍍
以
下
（
増
築
後
を
含
む
）

の
住
宅
へ
の
資
金
。

限
度
額　

１
件
８
０
０
万
円
以
内

（
10
万
円
単
位
）。

【
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
】
市
内

に
住
む
勤
労
者
の
方
に
、
生
活
安

定
資
金
の
一
部
を
融
資
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
、
②
を
満
た
す

方　

①
返
済
が
確
実
と
認
め
ら
れ

る
成
年
者
の
方　

②
前
項
融
資
の

①
、
④
と
同
様

資
金
の
用
途　

医
療
費
、
冠
婚
葬

祭
費
、
教
育
費
、
備
品
購
入
費
、

軽
易
な
家
屋
補
修
費
等

限
度
額　

１
世
帯
１
０
０
万
円
以

内
（
１
万
円
単
位
）。

問
合
先　

観
光
商
工
部
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
２
）

小
口
融
資
制
度
は
市
内
指
定
金
融

機
関
へ

住
宅
・
生
活
資
金
融
資
事
業
は
東

海
労
働
金
庫
高
山
支
店
へ

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
４
４
４

高
山
パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
高
山
付
属
施
設
）
が
移
転

５
月
14
日
（
月
）
か
ら
、
高
山

パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
現
住
所
・
高
山

市
花
岡
町　

飛
騨
ビ
ル
３
階
）
が

移
転
し
ま
す
。

移
転
先　

高
山
市
天
満
町
５
‐
１

‐
25　

ひ
だ
地
場
産
ビ
ル
１
階

問
合
先　

同
所

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
４
４

生きた森林づくり大会
－第 57 回全国植樹祭１周年記念事業・第 58 回下呂市みどりの祭り－

日　時　５月２０日　9:15 ～ 15:00
会　場　萩原町四美　南飛騨健康増進センター内
　　　　皇樹の杜

もり

主な日程

プロローグ
記念式典
体験発表
記念碑除幕
記念行事
苗木の無償配布
間伐講習会

9:15
9:30

11:00
13:00

その他

地域芸能
御嶽の魅力紹介
木工体験
きのこの山づくり体験
森の遊びコーナー
各種特産品販売
　　　　　　などなど

主　催　生きた森林づくり実行委員会
問合先　農林部林務課　☎ 52-2000（内線 426）

【営業期間】
　７月１日～９月 30 日
【申込・問合先】
　下呂教育室　☎ 25-2252

下呂温泉乗政キャンプ場

予約受付中



17 GERO  2007.5

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

５月の
市民サロン
　(市長と語る日)
５月はお休みします。

入学、就職に転勤…出
会いの季節も慌ただし
く過ぎ、あっという間
に５月になりました。
この春から新しい環境
に変わった皆さんも、
そろそろ慣れたころで
しょうか。◇私も４月
の人事異動により、広
報係になりました。広
報の担当は初めてで、
とにかく戸惑う事ばか
りです。今まで何気な
く見ていた広報紙。い
ざ作る側になってみる
と、記事の内容から写
真の撮り方まで色々と
苦労しながら出来上
がっていることが分か
りました。◇今後は皆
さんの所へ取材に伺う
事もあるかもしれませ
ん。もしレンズキャッ
プを付けたままカメラ
を構えているような広
報マンがいたら、それ
は間違いなく私です。
こんな私ですが、これ
からよろしくお願いし
ます。（タ）

日 

に 

ち

会　
　
　

場

９
日（
水
）
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

18
日（
金
）
東
公
民
館

23
日（
水
）
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

28
日（
月
）
健
康
館

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

５
月
開
館
日

開
館
時
間  

10
時
〜
11
時
30
分

※
28
日
は
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」。
手

遊
び
や
絵
本
、
体
を
使
っ
た
遊
び

な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
課 

☎
52
・
２
９
０
０

※開館日　月～金（祝日休）
　　　　　10時～ 12時

■祝　こどもの日
　５月７日　10 時 30 分～

　みんなで「こどもの日」
　のお祝いをします。

問合先　☎35-2928（亀山）

金山町子育て支援拠点施設
「ひなたぼっこ」からのお知らせ

受
け
ま
し
た
か
？

狂
犬
病
予
防
注
射

４
月
に
各
地
域
で
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
未
登

録
・
未
接
種
の
方
を
対
象
に
、
再

度
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

６
月
６
日
（
水
）

料
金　

１
頭
に
つ
き
、
注
射
料

金
３
０
７
０
円
、
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
（
新
規
の
み
）

※
今
回
の
日
程
で
も
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
動
物
病
院
な
ど
で
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
健
康
課

☎
52
・
３
９
３
６

市
内
産
材
の
活
用
を
推
進

木
材
地
産
地
消
住
宅
補
助
金

　

市
内
産
材
の
活
用
推
進
・
使
用

拡
大
を
目
的
に
、
家
屋
の
新
築
・

増
築
に
対
し
、
市
内
産
の
木
製
品

（
床
下
調
節
炭
、
建
築
資
材
、
机
、

い
す
、
ひ
の
き
畳
な
ど
）
の
購
入

費
を
、
１
棟
10
万
円
以
内
で
助
成

し
ま
す
。

条
件　

市
内
に
自
己
ま
た
は
家
族

が
住
む
た
め
に
新
築
ま
た
は
増
築

す
る
住
宅
で
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
物
件

○
市
内
産
の
木
材
を
お
お
む
ね

60
％
以
上
使
用
す
る

○
増
築
は
、
そ
の
面
積
が
80
平
方

㍍
以
上

○
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
上
棟

が
完
了

そ
の
他　

住
宅
設
計
者
が
記
入
す

る
も
の
な
ど
、
必
要
書
類
が
数
点

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

農
林
部
林
務
課

☎
52
・
２
０
０
０（
内
線
４
２
７
）

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
振
興
課

毎
年
５
月
12
日
は

「
看
護
の
日
」。

近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー
レ

ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生

日
に
ち
な
み
、
毎
年
５
月
12
日
は

「
看
護
の
日
」
で
す
。
そ
し
て
12

日
を
含
む
週
の
日
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
が
「
看
護
週
間
」
で
す
。

地域・場所 受付時間

小坂・健康ふれあいセンター前 9:10 ～　9:30

萩原・星雲会館駐車場 10:00 ～ 10:20

馬瀬・馬瀬振興事務所前 10:40 ～ 11:00

下呂・下呂市民会館駐車場 11:30 ～ 11:50

金山・金山健康館駐車場 13:40 ～ 14:00

5 月 20 日 ( 日 )
サイエンスデー
「科学と遊ぼう」
入場無料。科学の不思議を体験しながら
学べます

第２回飛騨高山
全国和太鼓夢の頂上響演
開場 13:00、開演 13:30。飛騨芸術堂に
て。今年も飛騨高山に全国から和太鼓奏
者が集結します。入場券が必要。

問合先　飛騨・世界生活文化センター
☎ 0577-37-6111

飛騨・世界生活文化センター
イベント開催のお知らせ
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市長のコラム

解体が終わった下呂観光会館の跡地を探検！
南飛騨総合健康アリーナ（仮称）の内容や大
きさが体感できます。
親子連れはもちろん、一般の方も大歓迎です。

申込・問合先　アリーナ運営準備室　☎ 52-2000（内線 385）

日　時　5月 12日（土）
　　　　9:30 ～ 11:30 ごろ
場　所　下呂観光会館跡地（森）
内　容　①敷地探検ツアー
　　　　②親子 de宝さがし
　　　　③ミニ･コンサート
参加費　無料

参加希望の方は
５月８日までに
下記へご連絡く
ださい。小学生
以下のお子さん
は保護者同伴で
お願いします。

ニ
ー
ト
や

フ
リ
ー
タ
ー

が
深
刻
な
社

会
問
題
と
な

る
中
、
こ
れ

ま
で
の
「
ゆ

と
り
教
育
」

へ
の
反
省
や
見
直
し
が
大
き
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
ゆ
と

り
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

が
メ
リ
ハ
リ
の
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
は
、
子
ど
も
の
た
め

に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。「
個

性
の
尊
重
」
は
時
に
単
な
る
甘
や

か
し
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
月
３
日
「
下
呂
市
教
職
員
着

任
式
」
が
あ
り
、
あ
い
さ
つ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
席

で
新
た
に
下
呂
市
へ
着
任
さ
れ
た

先
生
方
に
、
三
つ
の
点
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
一
つ
は
健
康
で
な
け

れ
ば
い
い
仕
事
は
で
き
な
い
。
何

は
と
も
あ
れ
健
康
第
一
で
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
。
二
つ
目
は
、
着
任
さ
れ
た
こ

の
下
呂
市
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
三

つ
目
が
、
教
え
子
を
他
人
の
子
と

思
わ
ず
、
自
分
の
子
と
思
っ
て
正

し
く
叱
り
導
い
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の

こ
と
が
私
の
最
も
言
い
た
い
こ
と

で
し
た
。

個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
手
先
が
器
用
だ
、

足
が
速
い
、
算
数
が
得
意
と
い
っ

た
良
い
個
性
を
伸
ば
す
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
子
ど

も
の
こ
ろ
の
個
性

は
、
ほ
と
ん
ど
が
悪
い
個
性
で
あ

り
、
そ
れ
を
小
学
生
く
ら
い
ま
で

の
う
ち
に
正
す
の
が
、
し
つ
け
で

あ
り
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。「
宿

題
は
嫌
い
」「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

が
好
き
」「
野
菜
は
苦
手
」「
勉
強

も
仕
事
も
せ
ず
に
気
ま
ま
に
生
き

た
い
」
…
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
個

性
と
し
て
大
目
に
見
て
い
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
人
の

立
場
で
子
ど
も
を
正
し
く
叱
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

叱
しか

る

こ
の
厳
し
い
過
程
の
中
で
子
ど

も
は
傷
つ
く
こ
と
を
く
り
返
し
な

が
ら
我
慢
力
を
身
に
つ
け
、
成
長

し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
は
下
呂
市
の
「
宝
」
で

す
。
こ
の
宝
が
健
全
に
成
長
し
、

生
き
生
き
と
光
り
輝
く
た
め
に

は
、
家
庭
に
限
ら
ず
、
学
校
に
限

ら
ず
、
地
域
の
す
べ
て
の
大
人
が

子
ど
も
た
ち
を
愛
情
を
持
っ
て
叱

る
、
そ
う
い
う
環
境
に
な
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

下
呂
市
長　

山
田
良
司
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日本の滝百選に選ばれた「根尾の滝」
は、駐車場まで JR 飛騨小坂駅から
東へ 14km、車で 25 分。そこから
遊歩道で片道 50 分ほどの行程であ
る。途中対岸に「あまどり岩」とい
う大きな洞窟（どうくつ）が見られ
る。この岩壁は高さ約 100m、延長
は 1km余りにわたって続き、巌立
よりスケールが大きいものである。
根尾の滝の両岸は溶岩の大岩壁がそ
そり立ち、その間を水塊が落下して
しぶきが昇り、夏でも冷涼な空気が
漂う。時間帯により太陽光線が反射
し、美しい虹を見ることもできる。
幕末の有名な書家・画家でもあった
貫名海屋（ぬきな・かいおく）の「根
尾泉図」という画は有名である。
（文・写真　ＮＰＯ法人飛騨小坂 200 滝）

落差63m（標高950m付近）

小坂町落合　小坂川（通称：濁河川）

根
ね お

尾の滝

シリーズ　下呂市の滝①シリーズ　下呂市の滝①

御嶽山ろくの飛騨小坂地域には、「根尾の滝」
をはじめ 5m以上の滝が 216 か所あり、日
本一の滝の数を誇ります。素晴らしい自然環
境に恵まれながら、生かされていないのが現
状です。このため地域の住民がこの自然資源
をよく知り、親しみ、誇りに思うことが大切
だと感じ、自然環境を保全し、それを案内す
る体制を整えています。訪れる人に自然の恵
みを享受してもらうことが、地域の活性化と
自然を生かしたまちづくりに発展するだろう
と、夢をもって進んでいきたいと思います。

名称：飛騨小坂２００滝（ひだおさかにひゃくたき）
代表者：桂川淳平理事長
ＮＰＯ法人登録日：平成 18年 11月 7日
会員数：56人（3月 31日現在）

飛騨小坂２００滝

長野県

小
坂
地
域

萩
原
地
域

小坂川
根尾の滝

（濁河川）

このコーナーでは、市内で活躍するＮＰＯ（特定非営
利団体）法人を紹介していきます。

古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）斐
太
企
画
工
房

2007

5
平成19年

〒
５
０
９ｰ

２
２
９
５ 

岐
阜
県
下
呂
市
森
９
６
０
番
地　

編
集
／
企
画
部
秘
書
広
報
課

☎
０
５
７
６・２
４・２
２
２
２　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.city.gero.lg.jp


